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WA S E D A  H e a d l i n e  N e w s

た成果をあげた学生または団体に対し

て、小野梓記念賞が授与されました。ま

た、北京大学校長である林建華氏へ

早稲田大学名誉博士学位が贈呈され、

画家である藪野健氏には早稲田大学

芸術功労者の表彰が行われました。

　一方、4月1日、2日、3日に、2018年度

の各学部・大学院・芸術学校の入学式

を大隈記念講堂他にて行いました。

　2018年4月の学部入学者は8,706名、

大学院入学者は2,979名で、2017年9月

　3月24日、25日、26日に、大隈記念講

堂他にて学部卒業式、芸術学校卒業

式、大学院学位授与式を行いました。

　今年度は、学部卒業者8,858名、芸

術学校卒業者50名、大学院修士課程

修了者1,970名、大学院専門職学位課

程修了者477名、博士学位受領者219

名の合計11,574名が新たな門出を迎

えました。そのうち757名が海外からの

留学生です。

　3月24日の受領者代表学位記授与式

では、学術・芸術・スポーツで特に優れ

の学部・大学院入学者959名と合わせ

ると、4月1日現在の1年生の総数は、

12,644名になります。このうち1,714名

が海外からの留学生で、全体の約14％

を占めており、世界各地から数多くの

優秀な人材が、早稲田の杜に集まりま

した。

　総長は式辞で「新入生の皆さんが、

長い歴史と伝統の中で本学が培って

きた知的・文化的資産と優れた教育・

研究環境を主体的・積極的に活用す

るとともに、多様で個性豊かな学友た

ちと切磋琢磨することで、これからの

長い人生の最も重要な基礎となる知恵

と、志と、実行力・人間力を身につける

とともに、互いに理解し合い、刺激し合

える生涯の友を得て、実りの多い学生

生活を送られることを祈念しています」

と新入生を激励しました。

「集まり散じて人は変れど 仰ぐは同じき希望の光」

2017年度卒業式、2018年度入学式を挙行

スーツに身を包み入学式に臨む新入生サークル勧誘でにぎわう入学式当日の早稲田キャンパス

林建華氏 藪野健氏

総長より学位記を授与される卒業生代表
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平昌冬季オリンピック、パラリンピックでは早稲田大学の学生・校友たちがメダルを獲得。

4年に1度の大舞台で躍進を遂げました。

世界の大舞台に羽ばたくアスリートたち

平昌冬季オリンピック、パラリンピックで学生・校友が躍進

フィギュアスケート男子シングルで
羽生結弦選手が金メダルを獲得

　2月17日に行われた、冬季オリン

ピック・フィギュアスケート男子シングル

（江陵アイスアリーナ）で、羽生結弦選

手（人間科学部通信教育課程在学

中、ANA所属）が金メダルを獲得しま

した。これによって、前回ソチ冬季大

会に続いて、2大会連続での金メダル

獲得となりました。

　2月14日に行われた冬季オリンピッ

ク・スキーノルディック複合個人ノーマ

ルヒル（アルペンシアオリンピック

パーク）で渡部暁斗選手（スキー部

OB、2011年スポーツ科学部卒業、北

野建設所属）が銀メダルを獲得しまし

た。渡部選手は前回ソチ冬季大会に

続き、2大会連続のメダル獲得となり

ました。

　2月13日に行われた冬季オリンピッ

ク・スピードスケート男子1500m（江陵

スピードスケートオーバル）が行われ、

小田卓朗選手（スケート部OB、2016

年スポーツ科学部卒業、開発計画研

究所所属）が5位に入賞しました。同

種目で日本勢が入賞するのは1998年

の長野大会以来であり、20年ぶりの

快挙となります。

　3月14日に行われた冬季パラリン

ピック・アルペンスキー女子大回転座位

（旌善アルペンセンター）で村岡桃佳

選手（スキー部、スポーツ科学部4年）

が金メダルを獲得しました。村岡選手

は今大会出場した全5種目でメダルを

獲得し、冬季大会における一大会で

の日本選手史上最多記録を更新しま

した。

スピードスケート男子1500mで
小田卓朗選手が5位入賞

アルペンスキー女子大回転座位で
村岡桃佳選手が金メダルを獲得

スキーノルディック複合
個人ノーマルヒルで
渡部暁斗選手が銀メダルを獲得

写真削除
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01「キャンパスのミュージアム化」プロジェクト
進化し続ける、芸術・美術作品に囲まれたキャンパス

早稲田キャンパスを見渡すと、90周

年を迎えた坪内博士記念演劇博

物館、20周年の會津八一記念博物館か

ら、さまざまな銅像、石像まで、世界的に

も価値ある作品や資料が点在しているこ

とがわかります。本学は「Waseda	Vision	

150」の「早稲田らしさと誇りの醸成」と

いう核心戦略の下に、キャンパスそのもの

の“ミュージアム化”を推進しています。本

学が所有する作品や資料、また学生・校

友の活躍を改めてまとめ、見せる場をつく

ることで、キャンパスを、文化や芸術面の

魅力が詰まったミュージアムに見立てよう

というプロジェクトです。学内に博物館を

設置している大学はありますが、キャンパ

ス全体をミュージアム化する取り組みは

本学独自のものです。プロジェクトでは

キャンパス内にある芸術作品・文化資料

をまとめた小冊子の制作や、「早稲田文化

芸術週間」「Museum	Week」の実施を

通して、文化・芸術面での魅力を学内外に

打ち出す機会をつくっています。

　中でもプロジェクトの具現化として、今年

3月、本学の創立からの歴史（過去・現在・

未来）をまとめた「早稲田大学歴史館」を

早稲田キャンパス1号館内に開設しまし

た。多様な切り口から創立以来の軌跡を

再認識することで、「早稲田らしさとは何

か」を考えられる文化施設であり、学びの

モチベーションや早稲田大学への愛着を

深める場所になれればと期待していま

す。2019年春には、戸山キャンパスの記

念会堂跡地に完成する早稲田アリーナ

内にスポーツミュージアムをオープンさせ

る予定です。

　このようにキャンパスをミュージアム化

F e a t u r e 

早稲田大学は、Waseda	Vision150の中で

「キャンパスそのものをミュージアム化する」ことを

目標の一つとしています。

貴重な資料や歴史を重ねた建造物が集まるキャンパスは、

まさに“ワセダ・ミュージアム”として、

学生や訪れる人々を迎え入れてくれます。

今回の特集では、今年オープンした早稲田大学歴史館をはじめ、

キャンパスのミュージアム化を推進するための

代表的な取り組みを紹介します。

ワセダ・
ミュージアムへ
ようこそ

1 大隈記念講堂

早
稲
田
通
り

キャンパスそのものが一つの大きなミュージアム
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「キャンパスのミュージアム化」プロジェクト

することは、活き活きとした学生生活はも

ちろん、勉学や研究の深まりにも寄与す

ることが期待できます。私は、大学とは本

来、頭や体を鍛えるだけの場所ではなく、

心を養う場所でもあると考えています。本

学のキャンパスでは、一流の作品や貴重

な資料に気軽に触れられます。また、文

化・芸術・スポーツなど多様な分野に打ち

込む仲間と机を並べて学んだり、各分野

の最前線で活躍する校友にも出会ったり

できます。そこから受ける刺激や感動は心

を養ってくれますし、勉学にも良い影響を

与えることでしょう。実際に、本学で文化・

芸術・スポーツに打ち込んだ学生たちは、

各界で活躍するリーダーに成長していま

す。現在、世の中ではクリエーティブな発

想やイノベーションが求められています

が、文化や芸術に触れて得られる刺激は、

新たな発想にもつながるはずです。その

ためには、ミュージアム自体をよりよい形に

どんどん更新していくことが必要です。完

成形を持たず、常に進化するミュージアム。

それが「キャンパスのミュージアム化」プロ

ジェクトなのです。

早稲田キャンパス・見どころマップ

「キャンパスのミュージアム化」の具体的な見どころを、早稲

田キャンパスを一例にマップで紹介します。文化施設や歴史

的建造物はもちろん、例に挙げたスポットのほかにも、銅像、

石像や鉱物展示まで、キャンパスを歩けばさまざまな芸術や

資料に出合えます。

2 坪内博士記念演劇博物館 3 會津八一記念博物館 4 早稲田大学歴史館 5 大隈重信銅像

7 中央図書館（総合学術情報センター）

6 早稲田小劇場どらま館

8 ワセダギャラリー

9 小野記念講堂　

11 大隈庭園

10 大正天皇御手植え月桂樹

12 杉原千畝レリーフ

1

4

2

6

3

8

9

10

12

11

7

理事

文学学術院

李　成市教授

新目白通り

正門

北門

東門

南門

西門

第二西門

第三西門

都電荒川線	早稲田駅

東
京
メ
ト
ロ	

東
西
線

5
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多様な切り口から
“早稲田らしさ”を体感できる場所

　早稲田大学歴史館は、「Waseda	Vision150」の核心戦略のひとつで

ある「早稲田らしさと誇りの醸成」を体現する施設です。大学の歴史を

振り返り、現在から未来に向けて大学の立脚点と個性を確認すること

で、来館者が“早稲田らしさ”を体感できる場所としてつくられました。

過去の偉業を示すだけではなく、これまでの歩みを未来へつなげたい

という思いを込め、英語の館名は「History for Tomorrow Museum」と

名付けられています。初代館長には、鎌田薫総長が就任しました。

　これまで早稲田大学には、大隈重信の事績を展示する大隈記念室

（2017年8月閉室）はありましたが、他の功労者や大学全体の歴史に触

れる展示施設はありませんでした。また、早稲田大学は政治・経済・文

化・スポーツなど、あらゆる分野のトップを走る人材を輩出していること

から、学生や校友の活躍を可視化する場所も必要とされていました。そ

こで歴史館では、校歌から名前を採った「久遠の理想」「進取の精神」

「聳ゆる甍」の3エリアを常設展示とし、大学の原点や最新の研究成

果、校友の活躍などを紹介。さらに企画展示ルームやシアタールームも

設置し、来館者は多様な切り口から早稲田大学の魅力を再発見できま

す。最新の技術を駆使した体験型の展示や英語表記により、学内外・

国内外を問わず楽しめる工夫が凝らされています。

　調べ物ができるリサーチルームやカフェ、ショップも併設され、気軽

に立ち寄れるミュージアムとしての魅力も満載。歴史館は早稲田キャン

パスの新たな目玉スポットとなってくれそうです。

文化構想学部	3年

文化推進学生アドバイザー

田巻直子さん
2016年文化構想学部入学。早稲田文

化への興味をきっかけに、2017年度か

ら文化推進学生アドバイザーを務め

る。5月開催のMuseum	Week、10月

開催の早稲田文化芸術週間でのイベ

ントの企画や広報を担当する。

館内マップ

エントランス

進取の精神
エリア

久遠の理想
エリア

聳ゆる甍
エリア

カフェ

企画展示
ルーム

シアタールーム

カフェテラス

リサーチルーム

インフォ
メーション・
ショップ

シアタールーム リサーチルーム

カフェ インフォメーション・ショップ

エントランス

施設概要

早稲田大学歴史館
場 所：	東京都新宿区西早稲田1-6-1
	 （早稲田キャンパス1号館）	

開 館 時 間：	10時～17時　入場無料

休 館 日：	第1・第3水曜日、大学の定める休日
	 （歴史館Webサイトでご確認ください）	

T E L：	03-6380-2891

Webサイト：	https://www.waseda.jp/
	 culture/about/facilities/
	 rekishikan/

エントリー
ルーム



7

making 
episode 1 　大学史資料センターが主な展示を企画した「久遠

の理想」エリアでは、東京専門学校の開校にあたった
人々が建学にかけた思いと実践を示しています。出身
地も年齢も経歴も異なる大隈と小野が、なぜ、どのよう
に出会い、若者たちと共に学校を開校したのか。展示
ストーリーの組み立て方に苦心しました。
　おすすめの見方をお教えします。まず、正面の大きな
小野の姿に向かってまっすぐ進み、若き日の四尊の間
を通ります。小野の肖像から時計回りに、壁面やケース
内の資料を見ながら進んでください。壁側だけでなく、

中央の四尊コーナー背面のパネルもお見逃しなく。
　次に、大隈の部屋に入ってください。大礼服姿の大
隈像の右側には、政治家大隈に関する展示があり、そ
の対面には大隈が取り組んだ文化・社会事業などが紹
介されています。最新の研究成果を反映した展示を、
時計回りにご覧ください。
　エリア全体のコンセプトは、「国民のなかで、世界の
なかで」です。展示を通じて建学の精神を確認・認識
し、新しい発展の足場にしてほしいと願っています。

組み立てられた展示ストーリーに注目

「久遠の理想」エリア展示・
開館記念企画展担当
大学史資料センター	所長

大日方純夫教授

大 学 創 立 時 に
思 い を 馳 せ る

エリア

久 遠 の
理 想

案内役
文化推進部
事務部長

本田　博

（左）大学の施設の
変遷などを辿るパネ
ル展示
（中）創立30周年記
念として制定された
式帽
（右）エントリールー
ムの年表

建学の原点にあった
若者たちの情熱

　まず、歴史館の入口にあたる「エント
リールーム」では、早稲田大学の通史が
一覧できる年表と、歴代総長のプレートが
目に留まります。本学の135年余にわたる
長い歴史に、来館者が自身の歩みを重ね
合わせることができます。
　次の「久遠の理想」エリアには、東京専
門学校の創立に寄与した功労者たちの生
涯やゆかりの品々がまとめられています。
エリアの中央に足を踏み入れると、「建学
の母」とされる小野梓と、「早稲田の四尊」
と呼ばれる高田早苗・天野為之・市島謙吉・
坪内逍遙の紹介や資料が展示されていま
す。4人が大隈重信や小野の下に集まって
大学の礎を築いた当時、彼らはまだ21～
23歳の若さでした。早稲田大学はその創
立時から、若者たちの情熱が結集した場
所だったのです。
　奥には「建学の父」大隈重信の部屋が
あり、大隈の政治家としての業績だけでな
く、多様な文化・社会事業など、その幅広
い人間性に触れられるようになっていま
す。特に、日本の首相として初めて録音し
たレコードの音源と、新しい光投影技術
を組み合わせたコンテンツは、すぐそばで
話しているかのように聞こえる指向性ス
ピーカーによって、いかにも大隈らしい演
説の迫力が体感できます。
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大 学 の 今 と
未 来 が 見 え る

エリア

進 取 の
精 神

making 
episode 2 　当社は、歴史館の中でも常設展の3エリアと、企画展

エリアの空間デザインや展示コンテンツの制作を担当
しました。
　空間デザインに関しては、早稲田大学の多様性や在
野精神を表現するため、各エリアに異なるデザインや色
を採用。一方で、改装工事前の教室の雰囲気を残すこ
とで、歴史館全体として統一感のあるデザインとしまし
た。そこに配置される展示物には、映像・音声技術のほ
か、当社の印刷技術を活用し、約130年の歴史や人々の
思いを込めた施設になるようお手伝いしてきました。

　歴史館は、私が担当した仕事の中でも、最も大きなプ
ロジェクトとなりました。昨年から毎週のように打ち合
わせを行い、オープン直前には現場に毎日通って最後
まで仕上がりを確認していました。そのため、オープン
を迎え、皆様が入館した時は「血が通ったな」と喜びも
ひとしおでした。
　もちろん、歴史館は開館して終わる施設ではありま
せん。「進取の精神」を現在進行形で体現する、何度
でも楽しめる歴史館づくりを支援し続けていくつもり
です。

早稲田の多様性を体現する技術とデザイン

展示計画担当
大日本印刷株式会社
情報イノベーション事業部

佐藤　譲さん

（左）早稲田大学歴史館検定の
タッチパネル
（右）135	Years	and	beyond
早稲田大学の135年間にわたる
キャンパスの歩みと、現在進行形
で発展し続ける姿を、壁面全体を
使った迫力ある映像で描き出し
ている

進化し続ける大学の姿を
6つのテーマで切り取る

　教育・研究はもちろん、文化やスポーツ、
校友の活躍など多様な分野で輝かしい成
果を挙げてきた早稲田大学。「進取の精
神」エリアでは、そうした過去からの蓄積
を踏まえた大学の現在と未来をわかりや
すく伝えるため、教育・学修／学術・研究
／グローバル化／学生生活／文化・スポー
ツ／校友会・稲門会という6つのテーマに
分けて説明しています。展示はパネルで
の情報だけでなく、戦後日本の国際学術
交流のきっかけとなったミシガン協定調
印書（複製）や、故・加藤一郎教授が中心
となって開発した世界初の本格的人間型
知能ロボット「WABOT-1」（実物）など、
世界に先駆けた多彩な活動成果も見やす
く配置されています。
　部屋の奥の壁にある巨大なスクリーン
では、創立以来の校地・校舎の変遷を辿
りながら、首都圏の各キャンパスを今回ヘ
リコプターで空撮した高精細映像により、
時空を超えた体験に誘

いざな

ってくれます。
　さらに、ここには大学の歴史等に関す
る知識を腕試しできる「歴史館検定」の
端末が設置されています。好成績を残した
人には、その場で合格証が出力され、入口
のカフェで提示すると割引サービスも受け
られます。
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「早稲田大学の歴史」と聞くと、建学以来積み重ねてきた重厚なイメー
ジを受けることから、歴史館も荘厳な施設で、在学生とは隔たりを感じ

てしまうかと思っていました。しかし、実際に来てみると、最
新の研究成果やオリンピック・パラリンピックの結果など、
私たちが親しみやすい内容もたくさん。早稲田大学の過去
と現在、そして未来はつながっていると実感できました。
タッチパネルや指向性スピーカーなど、体験型の展示も
多いので、日本語があまりわからない留学生でも楽し
みながら大学の魅力を学べるのではないかと思いま
す。幅広い方にお薦めできる新しいスポットとして、周
りの人に紹介しようと思います。

取材を終えて

校 友 の 多 彩 な
活 躍 を 知 る

エリア

聳 ゆ る 甍

校友を通じて再確認する�早稲田の精神

本学出身の政治家のプロフィールや事績
について詳しく知ることができます。
　大型画面の奥のスペースは、常設部分
として、総理大臣・衆参両院議長経験者
や大学の芸術功労者・スポーツ功労者、
三大教旨「学問の独立」「学問の活用」
「模範国民の造就」を体現した人々など、
特に傑出した功績で社会に多大な貢献
を果たした、本学の誇る校友が顕彰され

ています。
　また、「Words	of	Wisdom」のコーナー
では、この常設部分に登場する校友や関
係者が遺した名言の数々が掲げられてい
ます。たとえば「外交官としてではなく人
間として当然の正しい決断をした」という
杉原千畝氏の言葉などを通じ、創立以来
脈 と々流れ続ける早稲田の精神を再確認
することができそうです。

　早稲田大学の大きな魅力で、また財産
でもある校友。その多様な活躍を紹介す
るのが「聳ゆる甍」エリアです。
　中央に設置した4台の大型画面で部屋
は2つに分かれ、手前のスペースでは政
治・経済・学術・文学・芸能・スポーツなど
分野が定期的に入れ替わり、幅広い校友
の方々が取り上げられています。現在の分
野は「政治」で、大型画面にタッチすれば、

（上）WASEDA	WALL	OF	FAME
早稲田大学の出身で顕著な功績を残した
政治家32名を4台の大型画面で紹介する
（下）阿刀田高／直筆原稿と愛用の鉛筆

information

早稲田文化募金
文化事業全体を支える寄付制度として、2017年度より早稲田文化募金を
スタートいたしました。多額のご寄付を賜りました方々につきまして、早稲田
大学歴史館内に寄付者銘板を作成し、末永く顕彰させていただきます。

個人・団体：30万円以上　　法人：100万円以上

お問い合わせ

寄付の目的や使途に関すること：早稲田大学文化推進部文化企画課
TEL:	03-5272-4783　　E-mail:	art-culture@list.waseda.jp

寄付の手続きに関すること：早稲田大学総長室社会連携課（募金担当）
TEL:	03-3202-8844　　E-mail:	kifu-ml@list.waseda.jp
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　本学の各機関の所有するコレクションや資料

をワンストップで横断検索できる「文化資源デー

タベース」を、昨年6月に公開しました。本学の貴

重な文化資源を広く世界に向けて公開することを

目的としており、演劇博物館・會津八一記念博物

館・大学史資料センターの文化推進部3機関の

保有する多数のデータベースに加え、図書館の

「古典籍総合データベース」も検索できます。キー

ワードやタグ、年代別などさまざまな切り口の検索

機能はもちろん、クリップ機能も搭載。閲覧者の

関心に合わせたクリップ集を作り、他の人とシェア

することができます。貴重な資料をいつでもどこ

でも閲覧できる「バーチャルミュージアム」として、

今後も機能や利便性の拡充を図ります。

文化資源データベースを公開

https://www.waseda.jp/culture/
about/database/

演劇の間口を広げる博物館を目指して

坪 内 博 士 記 念 演 劇 博 物 館

03
歴
史
を
重
ね
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

館長

文学学術院

岡室美奈子教授

　坪内博士記念演劇博物館（以下、エンパ

ク）は1928年、坪内逍遙の古希、ならびに

シェイクスピア全集の翻訳を記念して設

立されました。古今東西の演劇に関する資

料を約100万点保有する、アジアでも唯一

といえる演劇専門の総合的な博物館です。

　これまでエンパクは、研究者や芸能

ファンを中心に、貴重な資料を見ていた

だく学術的な博物館でした。それに加え

て、演劇をあまり知らない方や学生にも

もっと気軽に来てもらいたい。そう考え、

館長に就任した2013年以降は“入りや

すいエンパク”を目指しました。企画展は、

専門性を保ちつつ、誰でも興味を持ちや

すい内容に刷新。現代につながる内容に

したり、展示に最新の映像・音響技術を

駆使したりと、学生により興味をもっても

らえるような工夫をしています。特に、昨

年春の企画展「大テレビドラマ博覧会」

は、ブラウン管のテレビを多用し、テレビ

局の垣根を越えてドラマの通史を打ち出

したことが話題になり、期間中の来館者

は過去最高を記録しました。また、こども

映画教室や演劇教室、エンパクシネマな

ど数々のイベントで演劇・映像文化の普

及と地域の文化振興にも貢献しています。

　90周年を迎えた今年は、常設展を20年

ぶりに大幅リニューアルしました。ミニシア

ターなどの映像鑑賞スペースを増やし、解

説パネルの内容を充実。簡単な演劇史が

わかるようになっています。また、90周年

記念の企画展では、春季に「ニッポンの

エンターテインメント　歌舞伎と文楽の

エンパク玉手箱」、秋季には現代演劇を紹

介する予定で、関連イベントも開催しま

す。演劇の伝統と新しさを体感できる場

所として、エンパクはこれからも「演劇っ

て面白そう」と思える仕掛けを用意してい

きます。

企画展の広報用チラシ
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館長

法学学術院

塚原　史教授

「Museum	Week	2018」を5月に開催

　「演劇博物館」、「會津八一記念博物館」、「早

稲田大学歴史館」の3つのミュージアムを中心

に、キャンパス内には芸術・美術作品が多数配

置されています。各施設に収蔵する文化・情報

資源を利用・活用する意義を学内外の皆様に

体感していただくために、5月21日～6月1日まで

「Museum	Week	2018」を開催します。ミュー

ジアムを楽しく巡っていただくため、見どころ満

載の展示はもちろん、ミュージアムワードパズ

ル、フォトスポットラリー、無料似顔絵体験、

ミュージアムを舞台にした本学学生によるパ

フォーマンスなど、どなたでも楽しめる企画を

ご用意しています。皆様のご来場をお待ちして

おります。

會 津 八 一 記 念 博 物 館

古今東西の芸術作品・学術資料と
建物の美しい意匠に迎えられる静謐な空間

キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
で
歴
史
を
重
ね
、

今
年
90
周
年
／
20
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る

坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館
、會
津
八
一
記
念
博
物
館
。

両
博
物
館
の
館
長
に
、こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　會津八一記念博物館は1998年に開館

した大学内博物館です。その原点は一世

紀ほど前の二人の先生にさかのぼります。

ひとりは言うまでもなく會津八一先生で

す。歌人、書家として知られ、1926年から

文学部で東洋美術の講義を担当していま

した。美術史の研究と教育には実物を実

際に見て触ることが不可欠であるという

「実物尊重」を信念とし、私財を投じて数

多くの東洋美術品を蒐集し、大学に博物

館を設立することを提言しました。もうひと

りは、1925年に旧図書館としてこの建物

を設計した今井兼次先生です。天井、柱、階

段など、随所に美しい意匠を凝らした、非

常に価値がある建物で、新図書館に移転

する際に、今後も最大限活用すべきという

議論が持ち上がり、当時の奥島総長が中

心となって博物館として再生しました。

　所蔵品は、創立以来の学術研究で蒐集

した東洋美術、近代美術、考古・民俗学の

３本柱に加え、開館以来、大学への信頼に

よって毎年のように寄贈されるコレクショ

ンから成り立ち、約２万点にのぼります。企

画展は、ほぼ自前の所蔵品だけで多種多

様なテーマで年に数回開催しています。

　現在の来館者は熟年世代が中心です

が、本学の学生はもちろん、近隣の小中学

生にも足を運んでもらえるように働きか

けていきたいと考えています。大学と社会

の接点のひとつとして、この贅沢な空間と

所蔵品をさらに活用していきたいですね。

　今年は20周年を記念し、『名品図録』や

これまでの歩みをまとめた冊子を編さん

するほか、薮野健前館長（芸術院会員、本

学芸術功労者）の絵画展を行います。秋

以降に改修計画があり、さらに魅力的な

ミュージアムとして生まれ変わる予定で

す。どうぞご期待ください。

館内展示の様子

問い合わせ先
文化企画課	 03-5272-4783

早稲田　ミュージアムウィーク 検索



Student

在 校 生

12

1歳から住んでいたオーストラリア・

シドニーを離れ、初めての外国暮ら

し、そして初めての一人暮らし。ベイリス	

ジョセフ	ピーターさんが新生活の地と

して選んだのは、早稲田大学だった。昨

年9月に入学して半年、「やっと日本に来

られて、早稲田大学に進学できた」と、

喜びをかみ締めながら学生生活を送っ

ている。

　初めて日本に触れたのは、中学生の

時だった。外国語の授業で日本語を選

択し、神道についてのドキュメンタリーを

鑑賞したことで、ジョセフさんは独特の

宗教観や神社に惹かれ、日本の文化に

魅了された。「もともと、そこまで勉強に熱

中できるタイプではありませんでした。

でも、日本語に対しては、もっとうまくなり

たいと思い、勉強を続けることができま

した。絶対に日本に行きたいと思ってい

たから頑張れたんだと思います」。日本

の高校への留学を経験してもその熱は

冷めず、「日本で暮らしてみたい」と思うよ

うに。留学先の友達が進学する早稲田

大学に興味を持ち、「インターナショナル

な雰囲気に惹かれて」志望した。

　ただ、進学の希望がすんなり叶った

わけではなかった。両親は当時、日本

へ行くことに難色を示し、オーストラリ

アでの進学を勧めていた。そこでジョ

セフさんは、日本への滞在を1年と区

切って、英語教室でのインターンシップ

に参加した。「日本にいられるのは1年

だけ。そう思って働いていたら、父が日

本に遊びに来てくれました。そして、僕

が日本語を使ってコミュニケーションを

取る様子を見て、やっと『（日本の大学

に）行っていいよ』と言ってくれたんで

す」。家族にも認められ、早稲田大学日本

語教育研究センターの日本語教育プロ

グラムを経て、社会科学部の英語学位

プログラムに入学。念願叶って日本で

の学生生活をスタートさせた。

　入学後半年間は幅広い分野の授業

を受け、興味のあることを探してきた。

英語のみで学位を取得できるプログラ

ムだが、日本語の授業も積極的に受講

している。春からは特に関心の高い日

本文化やコミュニティに関する授業に

集中して学びを深めるつもりだ。クラス

メートとも打ち解け、友人もできた。「早

稲田大学は一つの授業の人数が少な

く、教授にも気軽に質問できるので、授

業がより役立つ気がします。早稲田を

選んで、間違いなかった」と、現在の環

境に満足している。

　「願いが叶ったのも、新しい生活を通

じて成長できていることも、全て日本語

の勉強を頑張ってきたおかげ。まだ、将

来の具体的な仕事は想像できていま

せんが、今の学びを活かして日本で働

きたい。そのためにも、日本語の上達は

まだまだ必要です。特に敬語の勉強

は、頑張らないといけないですね」。

　期待でいっぱいの学生生活に、胸は

膨らむばかりだ。

学生生活を通して得た視点や能力を活かし、最前線で活躍する学生と校友を紹介します。

今回は社会科学部1年のベイリス	ジョセフ	ピーターさんと、日本舞踊	藤間流師範の藤間翔央さんに、

大学での学びや経験、社会とのつながりを語っていただきました。

挑 戦 者 た ちRising Star

Snap Shot

英語学位プログラムのクラスメートと伊勢神宮へ。
この旅行をきっかけとしてクラスの絆が深まった

ベイリス	ジョセフ	ピーター
オーストラリア・シドニー出身。高校卒業後、日本で
1年間のインターンシップを経て、2016年、早稲田
大学日本語教育研究センターで日本語教育プロ
グラムを受講。2017年、社会科学部英語学位プロ
グラム入学（9月入学）。授業がない日は、カフェで
のアルバイトや散歩、友人との交流を楽しむ。

ベイリス	ジョセフ	ピーターさん
社会科学部	英語学位プログラム	1年

「絶対に日本に行きたい」
日本語で切り開いた
念願の学生生活



Graduate卒 業 生

13

日本舞踊の流派の一つ、藤間流の

師範である藤間翔央さん。幼い

頃から母の藤間恵都子師に師事し、現

在は神奈川県にある教室で踊りを指導

する傍ら、多くの人に日本文化・伝統芸

能の情報と魅力を発信するポータルメ

ディアサイト「和ものびと」の運営やワー

クショップなどの活動に携わっている。そ

の原動力は、日本の伝統文化「和もの」

の魅力を知ってほしいという思いだ。

　大学で日本舞踊を専門的に学ぶ選択

肢もあったが、当時興味があった文学や

創作活動を学べる文化構想学部に進ん

だ。「早稲田大学には、みんなそれぞれ好

きなことをやっていいという雰囲気があ

り、その雰囲気がとても好きでした」と振

り返る。さまざまな方向を向いて活動す

る友人たちを見て抱いた「自分も負けて

いられない。私は私のやり方で、何かし

ないといけない」という思いが、後に「和

ものびと」の活動に結びついた。

　「就職」か「踊り」か。卒業後、どちらの

道を選ぶか悩んだ時、「日本舞踊の世界

だけではなく、外の世界も見ておくべき

だ」という母の言葉で就職を決意。ITベ

ンチャー企業へ就職した。マーケティン

グ事業に携わり、充実した日々を送るも、

踊りの稽古をする時間はなかった。一年

半ほど踊りから離れた生活が続いたあ

る日、ふと「踊りたい」と考えている自分

に気が付いた。「『朝起きて詩を書きたい

と思ったら、君は詩人なんだ』という映画

の台詞を思い出し、踊りの世界に戻るこ

とを決意しました」

　一度踊りの世界から離れることで、

新たな発見もあった。舞台活動やワーク

ショップなど、和ものの魅力を発信する

活動に多くの人が取り組んでいる。しか

し、そうした人 と々和ものに興味のある人

たちとをつなげる場所がない。「もったい

ない。和ものと人をつなぐ場をつくれな

いだろうか」と考え、ポータルメディアサイ

ト「和ものびと」を思いついた。前職での

経験を活かし、2016年から活動を開始。

「ITを駆使して和ものを知ってもらう。そ

れは自分にしかできないことだと思って

います」と語った。今後は「和ものびと」

の英語対応も進め、世界に向けて和もの

の情報発信をしたいと意気込む。

　学生時代、「日本舞踊は将来何に役立

つのか」と問われることもあった。当時は

答えを出せなかったが、「文化や芸能は何

かに役立てるためにやるわけではない。

好きだから、やる。それでいいんだ」と思う

ようになってからは、自分の進む道に自

信を持てるようになったという。「いつか、

パリのオペラ座で踊りたい」と話す藤間さ

ん。彼女がつくる人と和ものとの出会い

が、今も新たな感動を生み出している。

和と人をつなぐポータルメディア「和ものびと」
https://www.wamonobito.com/

Snap Shot

好きだから、やる。
日本の伝統文化・芸能と
人をつなぐ懸け橋に

ふじま・しょうおう
2012年早稲田大学文化構想学部卒業。
同年、ITベンチャー企業に入社。営業職・
Webマーケティング職を経験。2014年以
降は、日本舞踊を主軸に活動。2016年に
クラウドファンディングで活動資金を募
り、ポータルメディア「和ものびと」を立ち
上げる。

藤間翔央さん
日本舞踊	藤間流師範
和と人をつなぐポータルメディア
「和ものびと」発起人



（上）経済学についての書籍。英語の文献にあたることも多い
（下段左）ゼミ生と議論した後のホワイトボード。経済学には数学が不可欠だ
（下段中央）上田教授の研究室で。「キットカット」を例に、日本の消費者の傾向を分析する
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ビッグデータから物価動向を分析し
デフレが続く要因を探究



学生に求めるのは、知的
好奇心と誠実さ。「好奇心
があればポテンシャルは
大きい」と語る
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Professor

上田晃三	
政治経済学術院教授

うえだ・こうぞう
1997年東京大学理学部物理学科卒。1999年同
大学院理学系研究科物理学専攻修士課程修了。
同年日本銀行入行。2004年オックスフォード大学
で修士号、2006年同・博士号（経済学）を取得。
2013年日本銀行を退職。同年より早稲田大学政
治経済学術院准教授、2015年より現職。

日本経済はバブル崩壊以後、「失わ

れた20年」と言われる経済の長

期停滞や、デフレが続いています。多くの

経済学者がその理由を解き明かそうと

研究に取り組んでいますが、絶対的な解

は出ていません。私は、マクロ経済モデル

を使って、その要因と望ましい金融政策

を探究しています。

　大学では物理学を専攻し研究職に就

くことを目指していましたが、一度はあき

らめ、日本銀行に入行して物理学とは

180度違う金融の世界に入りました。マ

クロ経済調査の部署では、金融政策を

決定するために必要なGDPや物価、設

備投資などの情報を収集・分析する仕

事に従事しました。また、ミクロの調査部

門に所属していたときには、実際に企業

を訪問して経営戦略や資金繰り、生産

計画、日本銀行への要望などをヒアリン

グし、その内容を金融政策を決定する

政策委員にレポートとして提出していま

した。これらの経験は、研究を机上の空

論にしないためにも役立っています。

　転機となったのは、社内の制度を利用

してオックスフォード大学大学院に留学

し、マクロ経済学の博士号を取得したこと

でした。帰国後、業務に戻ってからも博

士論文のテーマである「日本経済の失

われた20年」について掘り下げている

うちに、研究に専念することを決断し、

現在に至ります。

　マクロ経済学の理論だけでは、経済

の実態は十分にはわからないため、ビッ

グデータを活用した研究にも取り組んで

います。スーパーマーケットのPOSデータ

には、どの商品がいくらでどれだけ売れ

ているかという情報が詰まっていて、物

価動向を分析することができます。チョコ

レート菓子の「キットカット」を例にとる

と、日本では、受験生向けの季節限定品

や多種多様なフレーバーなど、100種類

近くの商品ラインアップがあることに気

付きます。これは日本特有の商品戦略

で、英国では2～3種類しかないそうで

す。このことから、日本の消費者は新しい

ものを好み、商品の新陳代謝が早いとい

うことがわかります。またPOSデータから

は、日本では特売の頻度が高いという傾

向もわかりました。こうした消費傾向、企

業戦略とデフレとの関連について、仮説

を立てて検証しています。

　また最近では、マクロ経済学と行動

経済学を融合した共同研究にも取り組

んでいます。目下進めているのは、価格

の改定実験です。PC実験室に30人の被

験者を集めてPCの前に座らせ、一人一人

を企業とみなして仮想的な市場を設定。

PC画面で質問を投げかけ、どのような価

格設定を行うか、その行動データを蓄積

しています。このような研究を通して、物

価変動の要因を探っています。

　ゼミ生には、日本のGDPを予測すると

いう課題を与えています。狙いは、さまざ

まなデータを扱う力を身に付けることと、

経済を予測することがいかに難しいか

を知ってもらうことです。データの信憑性

を疑い、バイアスを加味して読み解く力

をつけ、他人の言うことを鵜呑みにせず、

自分の頭で考えられるようになってほし

いですね。そして、知的好奇心を持ち、誠

実であってほしい。そうすれば社会に出

てからも成長し、良い人間関係を築くこ

とができると思います。私自身も、経済の

謎を一つ一つ解き明かしながら、好奇心

を満たし、研究人生を楽しみたいです

ね。そして、研究成果が金融政策に生か

され、社会の役に立てればよいなと考え

ています。

社会に貢献する最新の

研究についてお話を聞きました。

研  究
最  前  線

Frontline Of The Study
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第 二 世 紀 へ の
メ ッ セ ー ジ
M e s s a g e  t o  t h e  n e x t  g e n e r a t i o n

早稲田大学にゆかりのある方に、早稲田の魅力や目指すべき姿を語っていただきます。

今回は、昨年アサヒカルピスウェルネスの社長に就任された千林紀子さんに

大学時代の思い出や社会に出てから役立った大学での学びなどについて、お聞きしました。

カーを志望することに。当時、革新的な

ものづくりでアサヒスーパードライを生

み出し、起死回生の奇跡を起こしていた

アサヒビールの勢いに魅力を感じて入社

し、現在に至ります。当時のアサヒビール

はトップ企業ではありませんでしたが、

ナンバーワンよりオンリーワンであること

にこだわりました。

―社会に出てから、大学での学びは

役立ちましたか。

　私が就職した当時は、中国の経済的成

長が著しい時期で、アサヒビールも中国市

場に参入しようと準備を始めていました。

私は中国語を学んでいた経験が買われ、

市場調査のメンバーとして登用され、中国

の田舎を視察し、冷蔵庫の普及状況や

ビールを飲むシーンなどを調べてまわりま

した。現在も、中国の子会社とコミュニ

ケーションする際は、文化的な背景を学

んだことが役立っていると感じています。

　また、早稲田で学生時代を過ごした

ことは、少なからず仕事のスタンスにも

影響していると思います。自立性が求め

られる学風でたくましいワセジョ魂を育

んだことが、仕事が与えられるのを待た

ずに、自ら提案して獲得していくという

姿勢につながりました。というのも、私の

場合は、女性の総合職２期生で、会社側

もどう扱ったらよいかわからなくて構え

ているし、気を使われる立場。どう会社

と調和したらよいか考えて、自ら積極的

に提案することを心掛けました。同期の

女性はみんなそんな姿勢で仕事に取り

組んでいたと思います。

―どのような大学時代を過ごされまし

たか。

　日本史か国語の先生になろうと考え

て文学部に入学し、第二外国語で選択

した中国語との出合いがきっかけで、中

国文学を専攻しました。今年退職された

稲畑耕一郎先生の指導のもと、「楚辞」

をテーマに卒論に取り組んだのですが、

シャーマニズムなど、文化人類学の側面

もあり、興味は尽きませんでしたね。中

国文学との出合いは後に仕事にも役立

ち、大学で得た大きな収穫でした。

―就職先を決めた経緯や当時お考え

になっていたキャリアプランについてお

聞かせください。

　在学中に企業や研究所で事務職のア

ルバイトをしていたのですが、学生にし

て会社組織の中で働く楽しさを覚えて

しまい、教師になるよりも民間企業で活

躍したいと思うようになりました。なかで

も、商品そのものにストーリーが色濃く

感じられるお酒に関心を持ち、酒類メー

ナンバーワンよりも
オンリーワンが好き

ワセジョ魂で得た
自分の仕事

―組織のトップとして心掛けていらっ

しゃることについてお聞かせください。

　部下を初めて持ったのは、アサヒ飲料

に出向しマーケティングの仕事をしてい

たときです。それまでは、課長の肩書き

はついていたものの部下は一人もいな

かったのですが、あるとき上司がいなく

なって突然35人の部下を任されること

になりました。しかも業績が悪く、一つで

も施策を失敗したら後がないというプ

レッシャーの下でのことでした。初めて

の組織運営に試行錯誤し、一日一日を

精いっぱいやり切っているうちに、徐々

に経験を積んで部下が可愛いと思える

ように。リーダーであることの楽しさを感

じ、チームで目標を成し遂げる喜びを感

じられるようになりました。どんな困難も

一歩一歩、足元を見つめることが大切だ

と思っています。それは社長になった今

も同じです。リーダーは先を見よと言わ

れますが、先を見てばかりいると現実の

物事が見えなくなる。長期ビジョンと日常

の両軸で考えることを大切にするように

いつも自分に言い聞かせています。

―今後、事業を通じて実現したいこと

についてお聞かせください。

　アサヒカルピスウェルネスは、乳酸菌

や酵母などの有用な微生物活用技術

で、人と動物の健康に寄与し、世界の食

糧事情を改善することを目指していま

す。「食の未来に貢献し経済的な価値を

生む」ことを実現し、存在意義を感じら

れる会社にしていきたいですね。そして、

この会社で働く喜びを社員と分かち

バイオの力で
世界の食糧事情に貢献

休日の家飲みも、
やっぱりスーパードライです！
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あっていきたいと考えています。

―学生や若者に伝えたいこと、キャリ

アアドバイスをお聞かせください。

　挑戦しない夢はかないません。何かに

こだわることも大切ですが、自分の可能

性をせばめず、さまざまなことに挑戦した

ほうがよいと思います。私も配属先の仕

事に必要なことを勉強し、その仕事を楽

しんだことで視野が広がりました。

―早稲田大学に期待することをお聞

かせください。

　グローバル化が進み、海外で仕事を

することが当たり前の時代になりまし

た。当社も19ヵ国に参入し３分の１が外

国籍の社員です。外国人との付き合い

に抵抗を感じずに済むように、大学で、

外国人の仲間と自然体で付き合えるよ

うな機会をより多く創出していただきた

いですね。そして、自由闊達な校風で

育った元気な学生を社会に送り込んで

くださることを期待しています。

千林紀子さん
アサヒカルピスウェルネス株式会社
代表取締役社長

挑戦しない夢はかなわない。
自分の力で可能性を
広げていきましょう。 Profile

ちばやし・のりこ
早稲田大学第一文学部卒業。アサヒビール
入社。営業、商品開発、宣伝、M&Aなどを担
当。2015年にカルピスに出向、機能性食品・
飼料事業担当役員付き担当部長に。2016
年にアサヒカルピスウェルネス取締役。
2017年3月から現職。
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大会を通じて

本学のプレゼンスを向上させる

　早稲田大学は文武両道を重んじてア

スリートの育成に取り組んでおり、1920

年から今までオリンピックに400名以上

の選手を派遣してきました。メダルを獲

得した学生や校友も数多く、大学として

日本のスポーツ界をけん引してきた自負

があります。

　そんな本学だからこそ、2020年の東

京オリンピック・パラリンピック（以下、東

京2020大会）には大学を挙げて臨み、

各選手の活躍や大会の成功につなげた

いと考えています。また、大会を通して本

学のスポーツに対する姿勢を示せれば、

世界でのプレゼンス向上にもつながりま

す。そこで2016年、教職員によるオリン

ピック・パラリンピック事業推進委員会を

立ち上げ、同委員会で検討した案を実行

するオリンピック・パラリンピック事業推

進プロジェクト室（以下、推進室）を設置

しました。

施設や人材を活かす

5つの活動方針

　推進室では、5つの活動方針に沿って

それぞれプロジェクトを展開しています

（図参照）。「学内外のアスリート支援」で

は、大会出場を目指す学内のアスリート

や指導者の支援を継続します。学外で

は昨年、スリランカとラオスの陸上選手を

招いて本学の競走部と合同練習を行い、

互いの強化につなげました。「海外等チー

ムへの保有体育施設の提供」では、所沢

キャンパスのプールやグラウンドなどの

練習施設を活かし、イタリア代表選手団

の事前キャンプを招致することが決定し

ました。2019年完成予定の早稲田アリー

ナも、大会関連施設として活用してもらう

べく調整中です。

　研究・教育に関しては、「オリンピック・

パラリンピック関連教育の実施」として、

スポーツ科学部、教育学部やGECに授

業を設置しています。学外に向けても、川

淵三郎氏がコーディネートする公認教育

プログラムを設置することで、「学術・文化

交流」を図っています。

　最近の話題では、今年2月の平昌冬季

オリンピックに大学公認の学生ボラン

ティア6名を派遣しました。学生ボラン

ティアは東京2020大会にも派遣を検討

しており、今回の経験を活かして「ボラン

ティア活動の活性化」をさらに進めたい

と考えています。

　設置当初のプランに沿って、推進室で

は概ね予定通りにプロジェクトを進めて

います。一方で、大会そのものの全容が

確定していないこともあり、「大会期間中

の授業をどう調整するか」「ボランティア

をどのように募集するか」など未解決の

課題は残っています。中でも、パラアス

リート支援のための、施設のバリアフリー

化や奨学金制度などの整備は重要な課

題だと考えています。大会組織委員会や

東京都の方針に注視しながら、着実に

準備をしていくつもりです。

2020年東京オリンピック・パラリンピックに向け、

オリンピック・パラリンピック事業推進プロジェクト室が2016年に設置されました。

2月の平昌冬季オリンピック・パラリンピックでも多くの選手、

メダリストを派遣した本学の、2020年に向けた取り組みについて伺いました。

大学を挙げて“参加者”になる
2度目の東京オリンピック・パラリンピック

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

事
業
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室

E v o l v i n g  u n i v e r s i t y

す る 大 学
進 化

オリンピック・パラリンピック
事業推進委員会	委員長
早稲田大学	理事
スポーツ科学学術院教授

村岡　功

むらおか・いさお
1973年早稲田大学教育学部
卒業。順天堂大学大学院修了。
早稲田大学教育学部助教授、人
間科学部教授を経て、現在、ス
ポーツ科学学術院教授。博士
（医学）。
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出場選手だけでなく、学生や教職員も含

めた全員が東京2020大会の“参加者”

なんだという思いを持って、積極的に関

わってもらいたいと思います。多くの人が

携わることで、東京2020大会はただの

一時的なスポーツイベントではなく、経

済、教育、文化などのレガシーが残る大会

になるはずです。たくさんの人を巻き込む

ため、推進室では、選手の応援、大会の

バックアップ、異文化交流など、さまざま

な機会を用意していきます。

のトップアスリートに触れたり、各国の人

と異文化交流をしたりといった貴重な経

験は、学生にとって授業や留学では得ら

れないレガシーとなるでしょう。そのため、

推進室では大会前後や期間中における

異文化交流の機会も企画していきます。

　2017年度以降に入学した学生は、在学

中に東京2020大会を迎えます。せっかく

東京が2度目のオリンピック開催地となり、

多くの国から人が集まるのですから、こ

のチャンスを活かさない手はありません。

学生や教職員全員が

参加する大会を目指して

　本学が目指す東京2020大会の姿は、

大会前～大会期間中、事前キャンプや練

習場として本学の施設を提供すること、

大会には32名以上の学生・校友が選手

として出場し、他の学生もボランティアな

どで積極的に関わること、そしてそれらの

取り組みによって、選手、学生、訪日外国

人の間に交流が生まれることです。世界

スリランカとラオスの陸上選手と本学競走部との合同練習

イタリア代表選手団の
事前キャンプに関する
覚書締結式

平昌冬季オリンピックでは、スピードスケート
競技場で、客席や場外の通路で観客の案内
や通訳を中心に活動しました。約300人のボ
ランティアの中で英語を話せる人が少なく、
活動の指示は韓国語で伝えられたため、私は
日本人のボランティア学生に指示を英訳して
伝えるのに苦労しました。しかし、韓国や日本
のボランティアと交流したことはとても良い
経験になりました。日本語や英語の能力に磨
きをかけ、東京2020大会では、より役立てる
通訳の仕事がしてみたいです。

教育学部	1年
林　永芝さん

平昌冬季オリンピックに派遣された
ボランティア学生の声

オリンピック・パラリンピックレガシー（遺産）の構築
（早稲田スポーツの歴史の継承・

稲門ネットワークの強化）

早稲田大学の国際的プレゼンスの向上
（アジアのWASEDA・留学生の増加）

Waseda Vision 150

オリンピック・パラリンピック事業推進委員会※総長室内

●学生の早稲田らしさと誇りの醸成

●教育・研究の加速化、
　新たな教育・研究分野への挑戦

●ダイバーシティ推進

●異文化理解、文化交流促進
早稲田スポーツを通じた
校友・社会との連携深化

オリンピック・パラリンピック事業推進プロジェクト室　JOC ／大会組織委員会／文部科学省／スポーツ庁／関連自治体等との連携

活動方針

オリンピック・パラリンピック
教育実施

ボランティアの活性化 各国代表チームの
事前練習場受け入れ、
公式練習会場としての使用

学内外のアスリート
支援策の策定

学外連携・文化交流の促進
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1 0月 O c t o b e r

ボン大学より学長らが来校し「早稲田
大学におけるボン大学デー」を開催

1 0 / 9U

東京2020オリンピック	イタリアチーム
の事前キャンプ地に関する覚書締結式
	 ➡P21 Pick Up

1 0 / 1 9U

スマート社会技術融合研究機構の研究
グループが、地域特性を都市規模で捉え
た配電系統モデルを国内外で公開

1 0 / 11R

9月 S e p t e m b e r

庭球部	アベックで王座12連覇達成。
男子部は圧巻の13連覇	➡P26 Pick Up

1 0 / 1 3・1 4A

大橋啓之研究院教授らが、グラデーショ
ン変化する調光ガラスの開発に成功

1 0 / 17R

エセックス大学サマースクール2017を早
稲田大学で開講	 ➡P25 Pick Up

9 / 6 - 2 0R

演劇博物館初の野外上映会「エンパク
シネマ」を開催	 ➡P26 Pick Up

1 0 / 2 4A

11月 N o v e m b e r

TWIns	「第１回日本医療研究開発大賞
経済産業大臣賞」を受賞	➡P21 Pick Up

1 2 / 1 3U

ロイヤル・アイリッシュ・アカデミーのマイケ
ル・ケネディ博士「アイルランドと日本	60
年の友好関係を振り返って」講演会開催

1 2 / 5U

法学学術院・瀬川信久教授が日本学士
院会員に選出

1 2 / 1 4U

力士による餅つき大会を実施
1 2 / 8A

2017年度	早稲田大学リサーチアワード	
WASEDA	RESEARCH	AWARD	の受賞者
が決定	 ➡P23 Pick Up

1 2 / 7U

保護主義ではなくアクティブな多国間
主義を	フランス銀行総裁による講演会
を開催	 ➡P22 Pick Up

1 2 / 4U

理工学術院・奥乃博教授らの研究グルー
プがドローンによる災害発生時の迅速な救
助につながる技術を開発	 ➡P23 Pick Up

1 2 / 7R

アジア各地で日本留学紹介番組
「Catch	Your	Dream!	-	早稲田大学編」
が放送

1 2 / 1 8U

第11代総長・清水司先生「お別れの会」
を執行

1 2 / 1 5U

理工学術院・齋藤潔教授らの研究グ
ループが、深層学習により高精度な沸
騰熱伝達予測モデルを構築

1 2 / 1 8R

「第64回理工展」が開催
11 / 4・5U

「WASEDAサポーターズ倶楽部　エグ
ゼクティブ・フォーラム2017秋」開催
	 ➡P25 Pick Up

11 / 1 6A

第17回「石橋湛山記念	早稲田ジャーナ
リズム大賞」贈呈式・レセプション開催
	 ➡P22 Pick Up

11 / 3 0U

文科省研究大学強化促進事業中間評価
最高評点Sを獲得	 ➡P24 Pick Up

1 2 / 1R

第六回早稲田大学坪内逍遙大賞授賞
式・祝賀会開催	 ➡P26 Pick Up

11 / 6A

1 2月 D e c e m b e r

経営管理研究科が国内第1位に　
QS社「Global	MBA	Rankings	2018」

11 / 2 8A

3号館が第58回BCS賞
（日本建設業連合会）特別賞を受賞

11 / 2 2A

Twitter社のジャック・ドーシーCEOが
西早稲田キャンパスで講演

11 / 1 3U

「私立大学研究ブランディング事業」に
本学の提案「医理工社連携による社
会の新しいデザイン」が採択

11 / 7R

第52回ホームカミングデー・稲門祭
1 0 / 1 5A

バレーボール部男子が全日本大学選
手権で4年ぶり優勝

1 2 / 3A

Wiki版『早稲田大学百年史』の公開を開始
1 2 / 4R

理工学術院・鳥居祥二教授らの研究グ
ループが、宇宙からの直接観測で３テラ
電子ボルトまでの高精度電子識別に初
めて成功	 ➡P25 Pick Up

11 / 2R 産学官コンソーシアムによるデータ科学
総合研究教育センターを設置
	 ➡P24 Pick Up

1 2 / 1R

1月 J a n u a r y

法学学術院教授・鎌田薫総長の最終
講義を開催

1 / 2 7A

富山県と「県内就職支援・人材還流に
関する協定」を締結	 ➡P21 Pick Up

1 / 1 5U

理工学術院の研究グループが、低温下
でメタン酸化カップリングが起こる反応
メカニズムを世界で初めて明らかに
	 ➡P22 Pick Up

1 / 2 2R

広島大学と大学間交流に関する包括
協定を締結	 ➡P22 Pick Up

1 / 2 4U

2月 F e b r u a r y

法学部出身の石井遊佳さん、エクステ
ンションセンター講座を受講した若竹
千沙子さんが芥川賞に	 ➡P21 Pick Up

1 / 1 6P

2018年度入学式を開催
4 / 1 - 4 / 3U

早稲田大学歴史館がオープン
3 / 2 0U

「早稲田・DMM	AIラボ」を開設
4 / 1U

文部科学省「グローバルアントレプ
レナー育成促進事業（EDGEプログラ
ム）」事後評価で最高のS評価を獲得

3 / 2 7U

陳宝生・中華人民共和国教育大臣の
特別講演会を開催

3 / 2 2A

研究分野別の世界大学ランキング「QS	
World	University	Rankings	by	Subject	
2018」で3エリア・8分野が100位以内に
ランクイン	 ➡P21 Pick Up

3 / 1 4U

2017年度卒業式・修了式ならびに学
位授与式を開催

3 / 2 4 - 3 / 2 6U

理工学術院・髙谷雄太郎講師らの研究
チームが南鳥島周辺海域レアアース泥
の資源分布を可視化、世界需要の数百
年分に相当するレアアース資源を確認

4 / 1 0R

4月 A p r i l

日本銀行副総裁に政治経済学術院・
若田部昌澄教授が就任

3 / 2 0A

理工学術院・片岡淳教授らの研究チー
ムが、陽子線の照射によって体内の原
子核で起こる物理現象を光で可視化
する手法を確立	 ➡P24 Pick Up

2 / 8R

若手研究者育成・支援事業「アーリー
バードプログラム」の成果報告会で、若
手研究者が研究成果を100秒で発表

3 / 1A

ゼロ・エネルギーハウス建築コンペティ
ション「エネマネハウス2017」で優秀賞
を受賞した早稲田大学と芝浦工業大
学の合同チームが成果を報告

2 / 2A

3月 M a r c h

理工学術院・庄子習一教授らの研究
チームが、メッシュ構造を設けることで
硬いITO透明電極のフレキシブル化に世
界で初めて成功	 ➡P24 Pick Up

2 / 1 3R

本学などの研究グループが、加熱・冷
却すると歩いたり、高速で走ったりする
「ロボット結晶」を開発	 ➡P23 Pick Up

2 / 7R

本学などの研究グループが、サリドマイ
ドの脳梗塞に対する薬効メカニズムの
一つを解明	 ➡P23 Pick Up

2 / 6R

理工学術院・柴田重信教授らの研究グ
ループが、体内時計の食事による同調
において新規なメカニズムを発見
	 ➡P23 Pick Up

2 / 2R

「おもしろ科学実験教室	in	台北」を開催
	 ➡P24 Pick Up

3 / 1 0 - 3 / 1 2A

大学院人間科学研究科の前田駿太さ
んが、独立行政法人日本学術振興会の
「第8回（平成29年度）日本学術振興会	
育志賞」を受賞

2 / 1P

早稲田大学図書館・慶應義塾大学メ
ディアセンター共同運用図書館システ
ムにEx	Libris社のAlma・Primo	VEの
採用を決定	 ➡P22 Pick Up

3 / 8U
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第158回芥川賞

石井遊佳さんと
若竹千沙子さんが
芥川賞に選ばれました

　1月16日に開かれた第158回芥川賞

（日本文学振興会主催）の選考会にて、

法学部出身の石井遊佳さんによる小説

『百年泥』（『新潮』11月号）と、エクステ

ンションセンター講座「小説教室入門」

を8年間受講した若竹千佐子さん執筆

の『おらおらでひとりいぐも』（河出書

房新社）が、第158回芥川賞の受賞作

に選ばれました。このたびのご受賞を

心よりお祝い申し上げます。

さまざまな分野での交流をさらに活性化

富山県と就職支援・人材還流に関する協定を締結

　早稲田大学と富山県は1月15日に

「県内就職支援・人材還流に関する協

定」を締結しました。本協定は、就職・

産学連携・教育分野における相互発展

に資することを目的としています。

　協定調印後、石井隆一富山県知事は

「富山県として最初の『大学との就職協

定』を早稲田大学と締結させていただ

くことは大変光栄です」と述べました。

　また、鎌田薫総長は「富山県との連携

により、さまざまな分野での交流がます

ます活性化することを心より願います」

と期待を述べました。

　2018年度より、学生の富山県内企業

等へのインターンシップ参加支援やUIJ

ターン就職に係る情報交換など、さまざ

まな施策が実施されます。

　英国のQS社※により、研究分野別の世

界大学ランキング「QS	World	University	

Rankings	by	Subject	2018」が発表

され、早稲田大学は3エリア（Subject	

Area＝分野を大くくりとしてまとめたも

の）・8分野（Subject）について、世界

で100位以内に入りました。

　世界50位以内については昨年より

1分野増え、「Modern	Languages」、

「Engineering	–	Mineral	&	Mining」、

「Sports-related	Subjects」、「Politics	

&	International	Studies」の4分野が

入りました。対象を世界200位以内に

広げると、24分野がランクインしてい

ます。

　今回の結果は、本学の研究力や総

合性が高く評価されたことを示してい

ます。国際研究大学の地位確立を目

指し、引き続き一層の改革を推進して

まいります。
※	QS社：英国の教育関連事業者。毎年世界中
の大学を評価し、さまざまな種類の大学ランキ
ングを発表しています。

本学の研究力が世界で高く評価されています

QS World University Rankings 
by Subjectで3エリア・8分野が100位以内にランクイン

Waseda placed 
3 Subject Areas 
and 8 Subjects 
in the Global 
Top 100

握手を交わす鎌田薫早稲田大学総長（左）と
石井隆一富山県知事（右）

『おらおらでひとりいぐも』
（河出書房新社）

『百年泥』（新潮社）

石井遊佳さん（提供：新潮社）

若竹千佐子さん

Subject Area Global Rank 2018 Global Rank 2017 In Japan

Arts & Humanities 45 45 3

Engineering & Technology 97 105 8

Social Sciences & Management 60 59 3

Subject Global Rank 2018 Global Rank 2017 In Japan

Modern Languages 22 41 3

Engineering – Mineral & Mining 30= 50= 2

Sports-related Subjects 40 19 2

Politics & International Studies 46 51-100 2

English Language & Literature 51-100 101-150 3

Linguistics 51-100 51-100 3

Engineering – Mechanical, Aeronautical & Manufacturing 51-100 51-100 7

Business & Management Studies 51-100 51-100 2
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部局の枠を超えた大学間の積極的な連携協力を推進

広島大学と大学間交流に関する包括協定を締結

　1月24日、早稲田大学と広島大学は

「早稲田大学と広島大学との大学間交

流に関する包括協定」を締結しました。

本協定は、両大学間の積極的な連携協

力を推進することによって、我が国の教

育・研究の一層の進展に資することを

目的としたものです。

　協定書調印式において、越智光夫

広島大学長は「教育プログラムの共同

開発や研究プロジェクトの相互実施な

ど、両大学の教育研究力の向上を図り

たい」と期待を述べました。また、鎌田薫

総長は「本日の協定締結を契機に、両

大学が互いに刺激し合って大学改革を

さらに強力に推進していくことができる

と確信している」と抱負を述べました。

　今後、共同の教育・研究プロジェクトの

推進、学生の相互交流、教職員の相互交

流、施設の相互利用なども検討、実施し

ていく予定です。

協定書への調印後、握手を交わ
す鎌田薫早稲田大学総長（左）
と越智光夫広島大学長（右）

1,000万冊規模の図書館が実現

早稲田大学図書館・慶應義塾大学メディアセンター共同運用図書館システムに
Ex Libris社のAlma・Primo VEの採用を決定

　早稲田大学図書館と慶應義塾大学

メディアセンター（図書館）は、日本初の

図書館システム共同運用に向けた覚書

に基づき、イスラエルに本社を持つEx	

Libris社のAlmaおよびPrimo	VEを共

同運用図書館システムに採用すること

を決定しました。

　Ex	Libris社のシステム導入ならびに

両大学の連携により1,000万冊規模の

図書館が実現します。また、電子資料の

契約・アクセス管理を一元的に行うこと

が可能となり、より安定的かつ国際標

準に準拠した学術情報を提供できる

環境が整うことが期待されます。今後、

両大学において、2019年度中の稼働を

目指し連携して準備を進めていきます。

（左）早稲田大学図書館長	深澤良彰、
（中）Ex	Libris社副社長	Ziv	Benzvi氏、
（右）慶應義塾大学メディアセンター所長		
赤木完爾氏

低コストに天然ガスからエチレンを合成

世界初、低温下メタン酸化カップリング反応メカニズムを解明

　JST戦略的創造研究推進事業にお

いて、理工学術院の小河脩平助教と

関根泰教授らの研究グループは、低

温下でメタン酸化カップリングが起こ

る反応メカニズムを、世界で初めて明

らかにしました。

　研究グループは、メタン酸化カップリ

ングのような従来高温を必要とする反

応を、電場中で触媒反応を行うことで、

150℃という画期的な低温で進行さ

せ、天然ガスの主成分であるメタンと

空気中の酸素から効率的にエチレン

等のC2炭化水素の合成に成功。この

反応メカニズムは、設備導入コストや

運転コストを抑えた実用化可能なプロ

セスとなりえます。低コスト化により、中

小規模のガス田の利用も可能になりま

す。また、さまざまな触媒反応に応用

低温・酸化還元型でメタン酸化カップリングが進
む反応メカニズム

展開が可能であり、高い選択性や安定

性、エネルギー効率が期待できます。
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肥満防止や糖尿病治療への貢献に期待

タンパク質やアミノ酸の
食事が末梢臓器の
体内時計を同調させる

　理工学術院の柴田重信教授らの研

究グループは、体内時計の食事による同

調において新規なメカニズムを発見しま

した。

　従来、食事性の同調には炭水化物―

インスリンが、必須のシグナル系であると

考えられていましたが、本研究グループ

は、正常なマウスを用いて、タンパク質が

豊富な食事は新規なIGF-1やグルカゴン

のシグナル系を使い、食事性同調を引き

起こすことを見いだしました。ヒトの肥満

防止や糖尿病治療には低炭水化物食

が好まれていますが、この場合でも、イン

スリンに代わってIGF-1のシグナルで食

事性同調を作りだすことができる可能性

を提示しています。さらに、安価なアミノ

酸であるシステインでも十分に食事性同

調を引き起こせることを発見しました。

将来的に低炭水化物食に添加するな

ど、糖尿病の新規な食事療法の選択肢

になる可能性が示唆されます。

神経細胞死を抑制している可能性を示唆

サリドマイドの脳梗塞に対する
薬効メカニズムを明らかに

　早稲田大学ナノ・ライフ創新研究機構

の澤村直哉研究院准教授と理工学術

院の朝日透教授、東京薬科大学薬学部

の高木教夫教授らの研究グループは、

薬剤サリドマイドの脳梗塞に対する薬効

メカニズムの一つとして、サリドマイドの

ターゲットタンパク質であるセレブロン

（CRBN）を介して生体内のエネルギー

センサー（AMPK）の活性を調節し、神

経細胞死を抑制している可能性を明ら

かにしました。今後、より安全で安定な

サリドマイド誘導体や、AMPK-CRBNの

結合を強めるような薬剤を開発すること

により、脳梗塞に有効な薬剤の開発につ

ながることが期待できます。

　本研究成果は、2018年2月6日付の英

国Nature	Publishing	Groupのオンライ

ン科学雑誌『Scientific	Reports』に掲

載されました。

脳虚血モデルラットの梗塞巣の定量

ソフトロボットへの実用化を期待

歩き走るロボット結晶の開発に世界で初めて成功

　早稲田大学ナノ・ライフ創新研究機構

の小島秀子研究院客員教授、理工学術

院の朝日透教授らの研究グループは、

東京工業大学理学院の植草秀裕准教

授と、加熱・冷却すると尺取り虫のように

歩いたり、高速で走る「ロボット結晶」を

開発しました。

　結晶は硬くて割れやすいという既成

概念がありましたが、今回の研究では、

キラルアゾベンゼン結晶が尺取り虫のよ

うに屈曲を繰り返しながらゆっくりと歩

く、また、屈曲した結晶が転がりながら高

速で走るという、異なる2つのモードの移

動が実現しました。さらに、結晶が移動

する推進力は、結晶外形の非対称性か

ら発生することを明らかにしました。

　開発したロボット結晶を使うことで、微

小領域での物質輸送を担うマイクロロ

ボットや、新方式のソフトロボットの実現

が期待されます。

結晶の尺取り虫歩行
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News Report
大 学 の 今 を 知 る

学ぶ楽しさでつながりを広げる

おもしろ科学実験教室 in 台北

　3月10日～12日の3日間、「おもしろ科

学実験教室	in	台北」を開催し、のべ

300人を超える小学生が参加しました。

理工学術院と国際部が主催し、台湾で

のおもしろ科学実験教室は今年で3年

目となりました。教室では、地震に強い建

物構造を学ぶ実験や、物流とマネジメン

トの仕組みを学ぶ実験が行われました。

建物構造を学ぶ実験に参加した子ども

からは「家に帰ってからも、もっといろん

な構造を試してみたい」という声をいた

だきました。

　子どもの頃に科学を楽しみながら学

んだ経験は、科学への興味関心の育

成につながります。未来を担う子どもた

ちに、一つでも多くの楽しい「なるほど

体験」を提供することが本活動の目的

の一つです。

陽子線治療の精度向上に大きく貢献

陽子線が体内で起こす核反応を光で可視化

　理工学術院の片岡淳教授らの研

究チームは、東京女子医科大学、京都

府立医科大学、量子科学技術研究開

発機構、名古屋陽子線治療センター、

名古屋大学と共同で、陽子線治療の

大幅な精度向上につながる、画期的

手法を確立しました。

　陽子線が体内を進む過程は、人間の

目で直接見ることができません。通常

は、治療時に生ずる陽電子放出核種と

呼ばれる原子核に着目し、ここから出る

ガンマ線をPET装置で捉え可視化しま

す。しかしながら、PET計測から実際の

陽子線の進路やエネルギーを推測する

のは困難で、シミュレーションの精度向

上が課題でした。研究チームは陽電子	

放出核種から生じる微弱な光“チェレ

ンコフ光”に着目し、その生成頻度を

簡単かつ正確に導出する画期的な手法

を確立しました。今回の研究成果は次

世代の陽子線治療を実現する上で重

要な役割を担うことが期待されます。

国立がん研究センター東病院の
陽子線・PET装置

材料自体の柔軟性に頼らない新手法、他の電子デバイスへの応用に期待

世界初・マイクロサイズのメッシュ構造で硬いITO透明電極をフレキシブル化

　理工学術院の庄子習一教授、早稲田

大学ナノ・ライフ創新研究機構の水野潤

研究院教授らの研究チームは、マイクロ

サイズのメッシュ構造を設けることで従

来困難であった硬い酸化インジウムス

ズ（ITO）※透明電極のフレキシブル化に

世界で初めて成功しました。

　提案するフレキシブルITOでは、メッ

シュ構造を設けることで、屈曲時にITO

にかかる応力を緩和し、また発生したク

ラックの伝搬を停止させることでITOに

フレキシブル性を付与することが可能

であることが明らかになりました。

　本研究成果は、ITOをはじめ他の金

属酸化物系電極への応用が高く期待

され、フレキシブル電子デバイス発展の

重要な基盤技術となると考えられます。

メッシュ構造を用いたフレキシブル
ITO電極のコンセプト図

※	酸化インジウムに数%の酸化スズを添加し
た化合物であり、その電気・光学特性、並び
に高い耐性などから透明電極として広く用
いられています

地震に強い建物構造を学ぶ実験
（台北市私立薇閣国民小学校にて）
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●		『対談　沖縄を生きるということ』	
	鹿野政直（名誉教授）ほか著	
岩波書店　2017年6月

●		『学力格差拡大の社会学的研究　
	 	小中学生への追跡的学力調査結果が示すもの』	
中西啓喜（人間科学学術院）著

	 	東信堂　2017年11月
●	『ジェンダー法研究　第４号』	
	 	浅倉むつ子（法学学術院）責任編集・著
	 	信山社　2017年12月
●	『環境法研究	第7号』	
	 	大塚直（法学学術院）責任編集・著
	 	信山社　2017年12月
●	『憲法学の創造的展開	上巻・下巻　戸波江二先生古稀記念』	
	 	西原博史（社会科学学術院・故人）ほか編
	 	信山社　2017年12月
●	『植民地台湾の自治　自律的空間への意思』	
	 	野口真広（研究院）	著　早稲田大学出版部	
2017年12月

●	『社会保障法研究　第7号』	
	 	菊池馨実（法学学術院）ほか	責任編集　	
信山社　2017年12月

●	『再生医療と医事法【医事法講座８】』	
	 	甲斐克則（法学学術院）編　	
	信山社　2017年12月

●	『新・日本の階級社会』	
	 	橋本健二（人間科学学術院）　	
講談社　2018年1月

●	『近代日本メディア人物誌　ジャーナリスト編』	
	 	土屋礼子（政治経済学術院）ほか編著	
ミネルヴァ書房　2018年1月

●	『未来社会学序説　	勤労と統治を超える』	
	 	森元孝（文学学術院）著　	
東信堂　2018年1月

●	『新法学ライブラリ２　憲法　第７版』	
	 	長谷部恭男（法学学術院）著
	 	サイエンス社　2018年2月
●	『熟議の効用、熟慮の効果　政治哲学を実証する』	
	 	田中愛治（政治経済学術院）編　	
勁草書房　2018年3月

●	『新訳ベケット戯曲全集1［ゴドーを待ちながら／エンドゲーム］』	
	 	岡室　美奈子（文学学術院）		ほか監訳
	 	白水社　2018年3月
●	『歌舞伎と文楽のエンパク玉手箱』	
	 	金昭賢（演劇博物館）編著
	 	早稲田大学坪内博士記念演劇博物館
	 	2018年3月
●	『enpaku	book』114号	
	 	早稲田大学坪内博士記念演劇博物館編
	 	早稲田大学坪内博士記念演劇博物館
	 	2018年3月
●	『早稲田学報』	
	 	早稲田学報編集室
	 	早稲田大学校友課　2018年3月

　3月1日から16日までの12

日間に早稲田キャンパスに

おいて、学内合同企業説明

会を開催しました。早大生向

けの内容となっており、各会

場では企業で活躍している

OB・OGと早大生との活発な質疑応答が行われていました。最近では

グローバル人材採用に向けた英語による説明会の日も設けています。

12日間の参加企業数は534社、延べ参加学生数は、81,792名となり、

質量ともに国内有数規模といわれています。

　例年、この学内合同企業説明会をきっかけに自分にとっての良い企

業と出会い、内定に結び付いた学生も多数います。学生がこうした機会

を活用し、十分に企業研究を行い、より適した進路選択ができることを

キャリアセンターは期待しています。

研究・教育 R E S E A R C H & E D U C AT I O N

大学全般 U N I V E R S I T Y

受賞 P R IZ E

各種活動 AC T I V I T Y

　今年で6回目を迎えた「Waseda	Vision	150	Student	Competition」

の決勝大会が3月5日に小野記念講堂で開催されました。今回は36チー

ム総勢約110名の学生がエントリーし、予選を勝ち抜いた上位8チームが

決勝大会に進出し、学食をより魅力的にする提案、My	Portfolioのさらな

る活用、eスクールの学生支援システムの構築や図書館改革といった大

学全体への改革案などが発表されました。

　これらの中から、新しい学びの場を中高生に提供する仕組みを提案

したチーム「Future	Education」が金賞（総長賞）に輝きました。

“WASEDAの未来に参画せよ”

「第6回Waseda Vision 
150 Student 
Competition」
決勝大会

student	competition

2019年春採用の就職活動が本格化

学内合同企業説明会開催

学内合同企業説明会

早 稲 田 大 学 の 最 新 情 報

Waseda Trend

本学教員の著書や各部署による
刊行物をご紹介します。
※（		）内は著者・編者・監修者の所属	（刊行時）です

BOOK S

今 号のオススメ

映画の言葉を聞く　
―早稲田大学
「マスターズ・オブ・シネマ」講義録
岡室美奈子（文学学術院）、是枝裕和（理工学術院）、
谷昌親（法学学術院）、土田環（理工学術院）、
長谷正人（文学学術院）ほか編
フィルムアート社　2018年3月

多彩なゲストを招き、創作行為とその姿勢について学生を交えてディス
カッションを行う全学部対象の授業「マスターズ・オブ・シネマ」。本書は、
2016年度、2017年度の全授業に加え、過去の講義を収録。名だたる巨
匠から気鋭の若手まで、映画監督、俳優、テレビ演出家、プロデューサー
などの映像制作者たちが実作をめぐって語る白熱の映画講義！

結果

金賞（総長賞） Future	Education	/	Study	Innovation	in	University	by	Future	
Education

銀賞 Waseda	Sign	Project	/	早稲田に手話言語センターを！

銅賞 Waseda	Initiative	Lab（WIL）	/	WASEDA		INITIATIVE	LAB

進取の精神賞 ワセダイバー	/	早稲田の多様性を貸し出します！話せる図書館、早稲
田ヒューマンライブラリー
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5 –7月

本学で7月までに開催されるイベントを一部ご紹介します。
詳細は、直接【問い合せ先】にご確認ください。
その他のイベントにつきましては、本学Webサイト
（https：//www.waseda.jp/top/event）イベント情報をご覧ください。

E V EN T S

會津八一記念博物館
①	會津八一記念博物館創立20周年記念・藪野健展	
｜記憶の扉を開けて　

②近代の日本画

①會津八一記念博物館1階企画展示室
②	會津八一記念博物館		
1階富岡重憲コレクション展示室

①6月28日㈭～ 8月5日㈰
早稲田大学名誉教授で、洋画家の藪野健（日本藝術院会員、二紀
会副理事長、早稲田大学名誉フェロー、芸術功労者）の作品を展示
します。
②5月10日㈭～ 6月16日㈯
富岡鉄斎の「南朝忠臣図」、橋本関雪の「列子御風図」など、明治・
大正・昭和に活躍した日本画家、文人画家の作品を展示します。
會津八一記念博物館　TEL：03-5286-3835
URL：	https://www.waseda.jp/culture/aizu-museum/

会場

日程

問

坪内博士記念演劇博物館
①	早稲田大学演劇博物館	開館90周年記念	
2018年度春季企画展	
ニッポンのエンターテインメント	歌舞伎と文楽のエンパク玉手箱

②	演劇博物館開館90周年記念
　素浄瑠璃公演「豊竹呂太夫	『志渡寺』に挑む」　
③	演劇博物館開館90周年記念
　三代襲名スペシャルトークショー「待ってました、高麗屋！」

①演劇博物館　2階・企画展示室、1階・特別展示室
②③大隈記念講堂	大講堂
①3月23日㈮～ 8月5日㈰10：00 ～17：00（火・金曜日は19：00まで）
江戸時代から庶民文化の華として根づき愛され続ける「歌舞伎と
文楽」。作る、演じる、見るなど、さまざまな視点からとらえ、その魅力
や楽しみ方を紹介します。
②5月29日㈫18：15 ～（17：15開場）
六代豊竹呂太夫（太夫）、鶴澤清介（三味線）両師による素浄瑠璃
公演を開催します。大作『花上野誉碑』の「志渡寺の段」を披露い
ただきます。
③7月30日㈪18：30 ～（17：30開場）
二代目松本白鸚、十代目松本幸四郎、八代目市川染五郎と、親子孫
三代で同時襲名したお三方をお招きし、襲名にまつわる思いや芸の
伝承などについて伺います。
※	②③は要事前予約。詳細は演劇博物館Webサイトをご確認ください。

坪内博士記念演劇博物館　
TEL：	03-5286-1829（平日9：00 ～17：00）
URL：	https://www.waseda.jp/enpaku/

会場

日程

問

留学センター　夏季短期留学　申請開始（先着順）

5月7日㈪12：30
4月26日㈭に国際会議場で実施した夏季短期留学説明会	対象プ
ログラムにつき、WEB申請を開始します。単位取得の科目扱いにも
なり奨学金受給のチャンスもあります。
留学センター　TEL：03-3208-9602
URL：	https://www.waseda.jp/inst/cie/from-waseda/event

日程

問

学生生活課・文化企画課　
第9回　早稲田学生文化・芸術祭

大隈記念講堂、27号館1階ショーウインドウほか
6月4日㈪～22日㈮
学生がサークル活動の成果を披露する場として、毎年盛り上がりを見せて
います。秋の「早稲田祭」に並ぶ、春の一大イベントを目指します。
学生生活課　TEL：03-3202-0706　
URL：http://www.waseda.jp/student/
文化企画課　TEL：03-5272-4783
URL：https://www.waseda.jp/culture/

会場
日程

問

キャリアセンター　就活スタート講座

①小野記念講堂
②所沢キャンパス100号館212教室
③戸山キャンパス学生会館3階　キャリアセンター　セミナールーム
①5月21日㈪18：15～19：25
②5月22日㈫16：30～17：40
③6月8日㈮・26日㈫・7月11日㈬16：30～17：40
学部3年・修士1年以上を対象とした、早大生のための就職活動ガイダン
スです。夏ターム（5月～7月）は、就活に向けて夏の過ごし方を考えている
学生向けです。就活を始めたい時から始められるように、秋ターム（10月
～12月）冬ターム（1月～4月）にも開催します。
キャリアセンター　TEL：03-3203-4332
URL：https://www.waseda.jp/inst/career/

会場

日程

問

ＷＳＣメンバーズ基金講座
「ダイバーシティ・男女共同参画を考える」公開講座

早稲田キャンパス26号館地下1階多目的講義室
①5月25日㈮16：30～18：00
リオ・デ・ジャネイロ・パラリンピックメダリスト　芦田創氏
ご自身の歴史と考えや障がいがあるという壁を乗り越えたときに見える世界を
語っていただきます。
②7月13日㈮16：30～18：00
特定非営利活動法人　ReBit	代表理事　藥師実芳氏
現在の日本社会におけるＬＧＢＴへの理解やご自身のＮＰＯの活動を通じて
感じていることをお話しいただきます。
※事前申込制。詳細はWebサイトをご確認ください。

ダイバーシティ推進室　TEL：03-5286-9871
URL：https://www.waseda.jp/inst/diversity/

会場

日程

問

ボランティアプレゼンコンテスト2018

大隈記念講堂　①小講堂　②大講堂
①（予選）5月27日㈰12：20～17：00（予定）
②（本選）6月22日㈮14：45～16：15（予定）
学内の学生ボランティア団体がテーマに基づいてプレゼンテーション
を行います。ボランティアに興味がある人、そうでない人もぜひお気軽
にお越しください。
平山郁夫記念ボランティアセンター　TEL：03-3203-4192
URL：https://www.waseda.jp/inst/wavoc/

会場

日程

問

国際共同特別展「最古の石器とハンドアックス—デザインの始まり」

会場 大隈記念タワー（26号館）10階125記念室
5月11日㈮～31日㈭
世界最古級の石器等、エチオピアで出土した世界水準の一級資料を
展示し、石器テクノロジーの変遷から人類の進化史を辿ります。
早稲田大学高等研究所　事務所　TEL：03-5286-2460
URL：https://www.waseda.jp/inst/wias/
news/2018/02/19/4935/

日程

問

早 稲 田 大 学 の 最 新 情 報
Waseda Trend
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2018年総長選挙について
現総長の任期が2018年11月4日をもって満了となることに伴い、総長選挙を実施いたします。

2018年総長選挙は、2018年5月10日に公示され、決定選挙は2018年6月14日に行われます。

お問い合わせ先
早稲田大学総長選挙管理委員会事務局（担当：久保山・松橋・山手）

TEL：03-5273-9650

総長の職務等 　本学の総長は、学校法人の理事長と大学の学長を兼ねた役職です。また、62万人の早稲田大

学校友の代表および日本の私学の代表としての役割も担っており、高い学識のもと、明確なビ

ジョンと優れた実行力によってさまざまな改革と、本学のより一層の発展を推し進める責務を有

しています。

　総長の任期は、4年間で、引き続き2期まで務めることができます。なお、新総長の任期は、

2018年11月5日から2022年11月4日までの4年間です。

総長の選出手続 　総長選挙は、本学がこれまで136年にわたり最高学府として築いてきた歴史、地位および名誉

を尊重し、これらをより一層発展させるにふさわしい総長を、学内外の決定選挙人が直接選挙に

より公明かつ適正に選出する手続きであり、次の3段階によって編成されています。

総長候補者の立候補

決定選挙人20～30人からの
推薦（過半数は学内決定選挙
人）を得たうえで、所定の書類
を作成し、立候補する

学生による信認投票

立候補した総長候補者につい
て、信認するか、否かを学生
（学部・大学院に在籍する正規
学生）がMyWaseda	から投票

決定選挙

専任教職員、特任教授、評議
員、商議員、校賓、維持員、栄誉
賛助員、光輝賛助員、名誉賛助
員の投票による直接選挙

総長選挙制度の
抜本的改正

　1946年に総長選挙が公選化されて以降、さまざまな議論、経験をふまえ、選挙制度の改正を

行ってきましたが、2018年総長選挙の実施にあたっては、次のとおり総長選挙制度の抜本的改

正が行われました。

抜本的制度改正の概要

決定選挙人における学外者の増員
総長選挙においても幅広く校友に参加い
ただき、本学に対する参加意識を高めて
いただくため、学内者の十分な意思反映と
のバランスをとりつつ、決定選挙人の学外
者比率を高める。

総長選出プロセスの見直し
総長候補者の選出方法の透明性を高め、
候補者の掲げる将来ビジョンが評価軸と
なる選出方法とするため、総長候補者の
選出は、立候補によるものとする。

公明かつ適正な選挙実施の仕組み
総長選挙に関わる全ての者が遵守すべき
「行動指針」を掲げ、公明かつ適正な選挙
実施のために、選挙活動における禁止事
項と違反行為への対応を明確化する。

抜本的制度改正におけるポリシー

社会のグローバル化・高度な専門化が同時進行し、私
学の経営環境が厳しくなる昨今において、早稲田の教
育研究が持続的に発展してくためには、これまで以上
に校友の方々のさまざまな協力・支援、見識を早稲田
は積極的に取り入れていく必要がある。

総長が選挙を通じて得ら
れた支持を通じて円滑な
運営を行うこと

教職員・校友など早
稲田を支援する人々
が、幅広く総長選挙に
参加することによって
早稲田の運営に参加
意識・当事者意識を
持つこと

教育・研究を持続的
に発展させていく明
確なビジョンとこれを
実現する実行力、高い
学識を兼ね備えた人
材が総長に就任する
こと
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。
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熱
に
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介
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世
人
は
歴
史
に
つ
い
て
、や
や
す
る
と
か
か
る
誤
想
を
懐い

だ

き
は
す
ま
い
か
。

歴
史
は
過
去
の
出
来
事
を
記
述
し
た
り
考
証
し
た
り
、

つ
ま
り
死
ん
だ
事
件
を
取
調
べ
る
検
査
官
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と
。

し
か
し
我
輩
は
歴
史
学
に
対
し
て
か
か
る
要
求
は
せ
ぬ
の
で
あ
る
。

歴
史
学
と
い
う
一
の
科
学
の
一
要
素
と
し
て
、

過
去
の
事
実
を
可な

る

べ

く

成
的
冷
静
に
考
証
し
た
り
、

取
調
べ
る
と
い
う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
に
相
違
な
い
が
、

但た
だ

し
そ
れ
は
歴
史
の
研
究
の
全
体
で
は
な
い
。

頭
脳
の
大
な
る
人
、及な

い

し至
活
学
者
に
は
歴
史
上
の
事
実
は

単
に
死
ん
だ
も
の
と
し
て
は
表
わ
れ
て
来
な
い
。

そ
の
人
々
の
目
に
は
古
い
一
見
現
代
と

な
ん
ら
の
関
係
も
な
い
事
件
で
あ
っ
て
も
、

し
か
し
事
実
が
盛
ん
に
活
動
し
て

生
命
を
持
つ
も
の
と
し
て
表
わ
れ
て
来
る
。

こ
の
点
に
於
て
我
輩
は
文
明
史
を
学
ぶ
こ
と
を
好
む
も
の
で
あ
る
。

本号表紙の早稲田大学歴史館正面入口（1号館1階）
の円柱は、明治の末から昭和初期にかけての
正門の柱（左写真）を加工して使用している。
［写真：早稲田学報昭和10年6月号より］


